
 

 

 

 

 

「新型コロナウィルス感染症」 

新しいコロナウィルス、「オミクロ

ン」。新年を迎えた１月１日、感染者

数が７０人であったのに、たった１ケ

月で１万人を超えました。 

いったい、このような状況は、いつ

まで続くのか。それは誰にもわからな

い。マスクのない生活、大きな声で笑

える生活等、制限のない生活はいつに

なれば戻ってくるのか。誰にも正解の

答えはわからない。 

よく私は、君たちに集会で「『がま

ん』・『しんぼう』が大事である。その

ことが君たちに必要な力、『粘り強さ』につながると話しています。 

 でも、人には限界がある。人それぞれの限界がある。限界を感じたならば、一休みしてもかま

いません。気持ちが整理できたら、新たにリセットして進んでください。 

 

 先行き不安なコロナ禍の今、みんなに伝えたい言葉を紹介します。パナソニック（松下電器）の創業者

で、「経営の神様」と呼ばれた松下幸之助（1894 年 - 1989 年）。たくさんの本を出しておられ、たくさんの

名言も残されてます。その中で、私が昔から壁にぶつかったり、何かに迷ったり、何をしていいかわからなく

なって立ち止まった時、などに一休みして思いうかぶ言葉がこれです。 

 

「どんなに悔いても過去は変わらない。 

どれほど心配したところで 未来もどうなるものではない。 

いま、現在に最善を尽くすことである。」  

 

 どうですか。人には物の見方・考え方が違います。人それぞれの限界にきた時、このたった三行

の言葉ですが、各自がこの言葉を考えてみては、何かヒントが見つかるかも知れません。 

 

 ２月は２８日しかありません。短い２月ですが、大事な行事がたくさんあります。３年生は私立

高校入試、公立高校特別選抜、１，２年生は学年末テスト、夜間学級との交流会（１年生）、車い

す体験（２年生）など。コロナに負けずに、前をしっかりと向いて、頑張りましょう。 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/1894%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1989%E5%B9%B4

